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現 状 と こ れ か ら

動物との共生が人間の健康にもたらす影響について、近年、人を対象とした欧米の前向き研
究からのエビデンスが多くみられるようになりました。アレルギー、喘息や肥満のみならず、
がんや精神疾患との関連性についても明らかになりつつあります。前向きコホート研究*は、疫
学観察研究の中で最も質が高い研究デザインですが、ある要因が原因となって疾病が発生する
までの間、一定期間観察が必要であることから、日本では動物との共生を的確に把握した前向
き研究が十分でないのが現状です。一方、欧米人とは異なる遺伝的背景や生活習慣を持つ日本
人では、動物共生による健康影響も異なる可能性もあり、日本人集団を対象としたエビデンス
を創出することが重要です。そこで、私たちは動物との共生が日本人の健康に与える影響を明
らかにするために前向きコホート研究の既存データを用いた研究を実施します。人を対象とし
た研究には欠かせない疫学の考え方と、データ解析・収集のスキルが身につきます。

本研究では以下の２つの大規模コホート集団の解析を主軸に、データの収集も行っていきます。
★思春期の子どもを対象とした東京ティーンコホート研究（http://ttcp.umin.jp/about.html）
★中高年を対象とした次世代多目的コホート研究（https://epi.ncc.go.jp/jphcnext/）

1.  コホート集団で動物共生の曝露頻度と生活習慣等との関連（横断解析）。
疫学研究の第一歩は数を数えることにあります。種類別ペット飼育状況についてアンケート

の回答から得られた情報を解析して、運動習慣やQOLなどとの関連を横断的に調べます。

★ 動物との共生の現状と、関連する生活習慣などの要因解明
⇒ ペットと人の暮らしの現状が明らかになり、

動物共生研究の発展に貢献!
★ 動物共生による健康影響を人間集団を対象に解明

⇒ 動物共生と疾病予防の因果関係解明につながる研究成果!
⇒ 公衆衛生の実践活動の根拠となるエビデンス創出に貢献!

東京ティーンコホート研究のデータ解析では、アレルギー疾患との関連解析に着手しており、
今後、他の生活習慣などとの関連を考慮して解析を進めて行く予定です。

中高年のコホート研究については、今年度からスタートする約10万人を対象としたアンケート
のデータを用いて、解析と追加データ収集を進めて行く予定です。
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2.  曝露の詳細情報収集（データ収集）
「ペットと暮らしている」と回答した方に対して、期間

や場所、かかわりや愛着の程度などの追加情報の収集を行
います。質問票の妥当性検討を行い、生体試料の収集など
も行います。アンケートを設計し、回答率を上げるための
工夫を凝らした実施計画を立てます

3.  追跡後の健康アウトカムとの関連（前向き解析）
追跡後に得られる様々な健康アウトカム（アレルギー疾

患、がん、循環器疾患、認知症等）との関連を解析します。
多目的コホート研究地域（国立がんセンターHPより引用）

前向きコホート
研究とは？

*前向きコホート研究とは、あらかじめ原因を調べておいて、その後の健康状態を追跡する疫学研究の方法です。原因と結果の発生順序
に沿っていることから、人を対象とした研究で生じやすい様々なバイアスを回避することができます。
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